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１．第２四半期決算１．第２四半期決算
概概 要要

33①① 連結子会社連結子会社
連結対象

住軽アルミ箔

群馬アルミニウム(押出形材)

スミケイチェコ(多穴管)

東洋フイツテング(銅管継手等)
スミケイマレーシア(銅管)

住軽広州(銅管)

住軽商事
住軽商タイ・上海
泉メタル
新泉アルミニウム
スミケイ銅管販売
アルミセンター

住軽日軽ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
住軽ﾊﾟｯｹｰｼﾞ
住軽ｱﾙﾊﾟｯｸ
住軽ﾃｯｸ柏

日本アルミ (産業機器・建材)
住軽ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ (ハニカム)

岩井金属工業(パネル・電機部品)

岩井アメリカ・メキシコ

テイネン工業(電機部品)
SLMオーストラリア(アルミ製錬)

スミケイ運輸

アルミ

伸銅品

加工品
・

その他

流通

持分法適用会社

21社
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44
②②第２四半期のポイント第２四半期のポイント

１．昨年秋以降の急激な景気後退は底打ち。１．昨年秋以降の急激な景気後退は底打ち。

前年下期と比較して需要回復したが、前年下期と比較して需要回復したが、

堅調な缶材を除き需要水準は従来の堅調な缶材を除き需要水準は従来の77割程度。割程度。

２．景気悪化前であった前年上期より販売数減。２．景気悪化前であった前年上期より販売数減。

棚卸資産の評価差額等の影響もあり経常赤字。棚卸資産の評価差額等の影響もあり経常赤字。

３．企業基盤強化の為、アルミ加工品事業とアルミ３．企業基盤強化の為、アルミ加工品事業とアルミ

押出素材・部材加工事業の再編を計画・実施。押出素材・部材加工事業の再編を計画・実施。

４．事業再編の資金調達と財務体質強化を目的４．事業再編の資金調達と財務体質強化を目的

として、第三者割当増資を実施。として、第三者割当増資を実施。

55
③③ 部門別連結売上高部門別連結売上高

△28.9△４５６１１２２１５７８合 計

△22.5△７５２６０３３５加 工 品 他

△33.2△１０９２１９３２８伸 銅 品

△29.7△２７２６４３９１５アルミ圧延品部門

伸率％増増 減減０９年上期０９年上期０８年上期０８年上期連結

(単位： 億円)

△20.3△１８７３９１住 軽 ア ル ミ 箔

△29.3△２８６８９６日 本 ア ル ミ

伸率％増増 減減０９年上期０９年上期０８年上期０８年上期会 社 名

※主要会社別売上高(参考)

△４５６５４△６△１６４△３４０

合計
連結子会社

増加他
為替ﾚｰﾄ差地金価格差数量減少

※対前年同期増減事由



4

66④④ 連結損益連結損益

－△△９０９０△△９０９０００当 期 純 利 益

－△△２６２６△△１０１０１６１６経 常 利 益

－△△４３４３△△２２４１４１営 業 利 益

△28.9△△４５６４５６１１２２１１２２１５７８１５７８売 上 高

伸率％増増 減減０９年上期０９年上期０８年上期０８年上期連連 結結

(単位： 億円)

△△５５５０５０５５５５減 価 償 却 費

△△１１１１３３３３４４４４設 備 投 資

＊事業再編損内訳

△４９押 出 事 業 再 編 損

△２２加 工 品 事 業 再 編 損

△７１合 計

０９年上期

77
⑤⑤アルミ・銅地金及び原油価格推移アルミ・銅地金及び原油価格推移
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88⑥⑥ 売上高売上高((単体単体))
（単 位：千㌧、 億円）

０８年上期 ０９年上期 増 減

数量 金額 数量 金額
数量
伸率%

金額

ア ル ミ 板 １７２ ７２８ １４５ ５４５
△27

△15.6%
△183

アルミ押出 ２２ １５７ １４ ８４
△8

△37.1%
△73

伸 銅 品 ２６ ２８２ ２１ １７９
△5

△21.9%
△102

そ の 他 － ３８ － ２４ － △14

合 計 － １２０５ － ８３２ － △372

99
⑦⑦品種別販売量推移（単体）品種別販売量推移（単体）

板

押出

伸銅

0

5

10

15

20

25

30

35

40

07年度 08/上 08/3Q 08/4Q 09/上

千㌧／月

（除く缶材）

缶材

板内訳

75.3%55.8%
板

(除く缶材)

110.3%87.2%缶材

87.6%67.2%板

60.6%44.7%押出

71.6%63.8%伸銅

09/上08/4Q

対07年度比
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⑧⑧連結経常損益分析連結経常損益分析

16
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１６億円(08年上期)→△１０億円(09年上期)

０８年上期 ０９年上期

値上げ

販売数量減

△６０

△２８

緊急対策

3１

為替差等

31

棚卸評価差等

1111⑨⑨緊急対策の実施緊急対策の実施

臨時休業の実施（臨時休業の実施（22日日//月）及び月）及び

残業の抑制残業の抑制

役員報酬の減額役員報酬の減額

従業員給与・賞与の減額従業員給与・賞与の減額

補修費の抑制補修費の抑制

諸経費の削減諸経費の削減

設備投資の抑制設備投資の抑制

コスト削減
効果 Ｈ2１年度(上期) 31億円
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⑩⑩連結連結B/SB/S主要項目主要項目

△△３０３０２９１２９１３２１３２１株 主 資 本株 主 資 本

８５８５△△４７４７△△１３２１３２評価・換算差他評価・換算差他

△△１９１９３１９４３１９４３２１３３２１３総総 資資 産産

１．７％１．７％７．６％７．６％５．９％５．９％純 資 産 比 率純 資 産 比 率

５５５５２４４２４４１８９１８９純純 資資 産産

増増 減減0909年年99月末月末0909年年33月末月末連連 結結

△△４６４６２０１２２０１２２０５８２０５８有 利 子 負 債有 利 子 負 債

（単（単 位：位： 億円）億円）

1313
⑪⑪第三者割当増資第三者割当増資

H20年度 多額の損失発生
世界的不況、低価法による評価損

H21年度 アルミ押出事業、加工品事業の再構築を実施
押出事業、加工品事業の再構築(特別損失)

H21/9 第三者割当増資55億円を実施

当社と深い取引関係にある住友商事、三井住友銀行他５社を

割当先とする

今後の成長戦略への対応にも財務体質強化が必須
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２．今期業績予想２．今期業績予想

1515
①①今期業績見通しのポイント今期業績見通しのポイント

１．経済環境は依然として厳しく不透明。１．経済環境は依然として厳しく不透明。

需要は従来と比較して低水準。需要は従来と比較して低水準。

２．棚卸資産の評価差額等の影響縮小。２．棚卸資産の評価差額等の影響縮小。

自動車関連などの緩やかな回復により自動車関連などの緩やかな回復により

通期で経常黒字回復を見込む。通期で経常黒字回復を見込む。
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1616②②販売計画量販売計画量 （単体決算）（単体決算）

△492－１６００－２０９２２０９２－－合 計

△11－４０－５１５１－－そ の 他

△148
△7

△15.5%
３６０４３５０８５０８５０５０伸 銅 品

△90
△7

△17.9%
１７０２９２６０２６０３６３６アルミ押出

△243
△12

△4.1%
１０３０２９２１２７３３０４３０４ア ル ミ 板

金額数量
伸率%

金額数量金額数量

増 減０９年度０８年度

(単 位：千㌧、億円)

1717

③③品種別販売量推移（単体）品種別販売量推移（単体）
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④④連結損益予想連結損益予想

１０２１０２１０６減価償却費減価償却費

５０５０９２設備投資設備投資

－－△５２△１８１当期純利益当期純利益

－－１５△１４３経常利益経常利益

－－６０△７７営業利益営業利益

△17.3２３００２７８２売上高売上高

伸率％伸率％
０９年度０９年度
予予 想想

０８年度０８年度
実実 績績

連連 結結

((単単 位：位： 億円億円))

９５９５ 円/US$６１１円/KG２２０２２０ 円円/KG/KG

為替銅建値ｱﾙﾐ日経市況

＊前提となる下期市況

1919
⑤⑤連結経常損益分析連結経常損益分析

△ 143
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当期棚卸評価差

前期棚卸低価損

＋８１

＋５
販売数量減

△３５
為替差等

＋３０

緊急対策

+５２

＋２５

製造コストダウン
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３．新中期経営計画３．新中期経営計画

策定について策定について

2121

『２０１０年計画』見直しの必要性

① 経済環境の激変による業績の大幅な悪化

米国バブルの崩壊に伴う世界実体経済の収縮

売上の急減と原料価格暴落による大幅な赤字計上

② 国内需要構造・産業構造の変化

自動車国内生産の縮小と小型化・環境対応化（軽量化）

住宅関連需要の縮小と業界需給バランスの悪化

業界再編の進展

新興国・資源国需要の拡大顕在化

③ 成長戦略の明確化

新体制による

『新中期経営計画』の策定と実行

①①新中期経営計画策定について新中期経営計画策定について
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②② 『『新中期経営計画新中期経営計画』』策定の骨子策定の骨子

１．コスト構造改革（筋肉体質へ）

７０％操業でも利益を出せるコスト構造へ

財務体質の早急な強化

２．縮小経済下での成長戦略

成長分野への取組強化

新たな海外展開の検討

３．『２０１０計画』基本方針の完遂

・技術開発力の強化

・重点事業ユニットの強化

・内部統制、コンプライアンスの強化、確立

・更なる有利子負債の削減

・グループ経営資源の有効活用と再構築

策定スケジュール（予定）
２０１０年１月 ‥‥ 策定完了

２０１０年２月 ‥‥ 公表

2323
③③アルミ加工品事業再編アルミ加工品事業再編

住 友 軽 金 属 工 業

(新) 日 本 ア ル ミ

《営業本部》 《技術開発本部》 《管理本部》

日本アルミ
安城製造所

ＮＡＬＣＯ
日本アルミ
滋賀製造所

住軽エンジ

２．再編概要図

1.目的

新生日本アルミを中心としたアルミ加工品事業の統合・強化

・ 最適生産地での効率的な製造

・ 営業・技術の共有化、効率的な人材配置
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2424
④④アルミ押出素材・部材加工事業再編アルミ押出素材・部材加工事業再編

住 友 軽 金 属 工 業

(現押出製造部)

住軽テクノ
名古屋

群馬ｱﾙﾐﾆｳﾑ

※
日本アルミ

安城製造所 テイネン工業 スミケイチェコ

住 軽 テ ク ノ (ｱﾙﾐ押出事業の統括及び販売会社)

《営業本部》 《技術開発本部》 《品質保証本部》 《管理本部》

２．再編概要図

※(新)日本アルミより譲渡

1.目的
(１)グループ内アルミ押出事業の生産拠点集約

・千葉製作所の閉鎖 ・他拠点への生産移管

(２)グループ押出素材・部材加工事業の一元管理体制の構築
・営業・技術・製造の一元化による競争力の強化

2525

２００９年度２００８年度

項目

５６３６１１５１５６５７３８６９２８円/KG銅建値

２０５２３０１８０３３３３２０３４５円/KG標準価格

２０９２２０１９８２７０１９０３４９円/KG
アルミ

日経市況

１７５０１８５０１６４９２２２７１５９１２８６４＄/トンアルミＬＭＥ

年間見込下期見込上期年間下期上期単位

《参考資料》 市況推移

8078.9677.8567.0162.6182.87102.3891.74100.18
豪ドル

(A$/円)

9590.2196.0198.2391.03103.57106.42100.19114.15
米ドル

($/円)

09/1209/0909/0609/0308/1208/908/608/307/12
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（参考資料）

需要分野別販売概要

2727
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0.6%対前年
伸率

1.4%

① アルミ板

▲9.4%
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11%7%
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20%

箔地
8%

自動車
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缶材
44%
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3%

ｴｱｺﾝ用
4%

印刷板
7%
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輸 出

その他
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建 材
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箔 地

自動車・二輪

缶 材

５６３千㌧
対前年伸率

▲21.5％

▲27.1%

▲40.9%

▲20.6%

▲17.3%

▲37.9%

▲4.1%

(13%)

(15%)

(  3%)
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(  9%)

(40%)
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ｴｱｺﾝ用
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缶 材

建 材
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▲7.0%
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伸率

0.5%

② アルミ押出

▲15.2%
5%

46%

15%

5%

29%

機械
16%

自動車
47%

建材
7%

その他
24%

電気
6%

外：09年上期
内：08年上期

業界全体出荷量 当社販売量＜０９年上期＞

その他
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本資料は、金融商品取引法上のディスクロージャー資料ではなく、

その情報の正確性・完全性を保証するものではありません。

本資料の中には、弊社の予想・確信・期待・意向及び戦略など、

将来の予測に関する内容が含まれております。これらは、弊社が

説明会の時点で入手可能な情報による判断及び仮定に基づい

て作成されており、判断や仮定に内在する不確定性及び今後の

事業運営や内外の状況変化による変動可能性など様々な要因

によって、実際生じる結果が予測内容とは実質的に異なってしま

う可能性があります。弊社は、将来予測に関する如何なる内容に

ついても、改訂する義務を負うものではありません。

本資料に関する著作権・商標権その他全ての知的財産権は、

当社に帰属します。

将来見通しに関する注意事項将来見通しに関する注意事項


